
 

 

   

   

 

     

 

 

2030 年を見据えて 
繊維産業の構造変化と政策課題について 

 

出典：経産省 第 1 回 産業構造審議会 製造産業分

科会 繊維産業小委員会（11/22）資料より転載加工 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_

sangyo/textile_industry/pdf/001_06_00.pdf 

※一部アパレル関連資料データをカーテン資料デー

タに差し替えています。 

 

「繊維産業⼩委員会」設置の目的 

⽇本の繊維産業は⼤きな転換期を迎えている。新型

コロナウイルスの感染拡⼤に伴い、多くの繊維産業

関連企業の売上が落ち込むとともに、消費者ニーズ

の変化に見舞われている。 

⼀⽅、新しい販売⽅法・市場の動きがあり、変わり

ゆく産業構造や社会構造を踏まえた今後の⽅向性を

議論・検討する必要がある。2030 年に向けた繊維産

業の⽅向性に係る検討を進め、今春を⽬途にとりま

とめ予定。 

 

 

１．繊維産業の現状 

 ①サプライチェーンの特徴 

・繊維産業のサプライチェーンは複雑な多段階

構造となっており、中⼩企業が多く存在する。 

  ②市場規模、⽣産量の推移 

・⾐料品等の国内市場規模は、1990 年代に⼊り

減少傾向だったが、2000 年代以降は基本的に

横ばいの状態。 

・カーテン等の国内卸市場規模は、1990 年代に

⼊り減少傾向となり 2010 年以降からは 基本

的に横ばいの状態。 

・2020 年は、新型コロナウイルス感染拡⼤の影

響を⼤きく受けた。 

 

 

③新型コロナウイルス感染拡⼤の影響 

・新型コロナウイルス感染拡⼤による影響など

から、2020 年１⽉以降、織物・衣料・身の回

り品小売業の販売額は 2020 年４⽉、繊維工業

⽣産指数では 2020 年８⽉が底となった（2021 

年９⽉末時点）。 

 〒596-0053 岸和田市沼町 29－5 岸繊維産業㈱内  http://www.curtainjp.com 
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   ・“巣ごもり需要”などにより、カジュアルウェ

アの需要が⾼まった。 

④輸⼊浸透率、国内供給量の推移 

 

 

 

 

                   

 

 

 

   

⑤購⼊先の変化 

２．2030 年の繊維産業のあるべき姿を描く上

で、どういった要素が重要になると考え

られるか 

①国内産地の在り⽅に関する検討 

  ・国内における事業所数は、2005 年と⽐較して、

2019 年には半分以下となった。 

  ・技術ある産地企業が残るよう、今後の産地の

在り⽅を検討するべきではないか。 

カーテン輸入浸透率 

（NIF 卸規模調査） 

1993 年 9.2％ 

1995 年 9.3％ 

～ ～ 

2018 年 47.7％ 

2020 年 50.4％ 
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②⼈材確保・⼈材育成の環境整備 

 ・⽣産過程における就業者数は減少傾向にあ

るとともに、65 歳以上の就業者数割合は 

増加しており、⾼齢化が進んでいる。 

   ・外国⼈技能実習制度の活⽤が進んでいる現

状も踏まえ、今後の⼈材確保・⼈材育成の 

検討が必要ではないか。 

 

③サプライチェーン・リスクへの対応 

 ・海外からの⾐料品の輸⼊は、中国からの輸

⼊が 50％以上を占める。カーテンの輸⼊は、

2020 年は中国からの輸⼊が 75 ％を占める。 

 ・ベトナムへの⽣産拠点移転などの動きがあ 

る中、新型コロナウイルス感染拡⼤の影響 

も出ている。 

・⽣産拠点の多元化や、国内回帰などの動き

が重要になるのではないか。 

ベトナムにおける⽣産停⽌ 

 ・ ベトナムのホーチミン市では、新型コ

ロナウイルス感染拡⼤の影響により、

操業規制や移動制限が実施され、⽣産

停⽌等の影響が出た。 

・こうしたベトナムでの⽣産停⽌の影

響を受け、⽇本では納期遅れによる⼀

部製品の販売延期が発⽣。 

・また、規制等が実施された 2021 年７

⽉〜９⽉において、縫製品の対⽇輸出

額は減少. 

④新しい販売⽅法・市場への対応 

 ・DtoC 等の新しい販売⽅法や、スマートテキス 

   タイルなどの新しい市場が拡⼤しつつある。 

 ・オンライン販売が拡⼤する中での新しい販売

⼿法や、社会状況を踏まえた市場ニーズ 

を検討していくべきではないか. 

<DtoC、⽣産企業による直接販売> 

DtoC (Direct to Consumer)と呼ばれる、

自社企画商品を、自社 EC サイト等を通じ

て消費者へ直接販売するビジネスモデル

が出て来ている。 

⽣産企業が自社 EC サイトや店舗を通じて、

販売する取組も始まっている. 
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⑤サステナビリティへの対応 

  ・SDGs 採択等により、サステナビリティの取組

が活発化している中、資源循環や責任あるサ

プライチェーン管理など、より⼀層の取組促

進を検討するべきではないか。 

  ・繊維産業では中⼩企業が多いことから、取引

適正化も重要事項として取り組むべきではな

いか。 

 

⑥デジタル化への対応 

・

３DCG（三次元コンピューターグラフィクス）

を活⽤した、企画から販売までの情報を管理

するシステムの導⼊や、⽣産現場でのデジタ

ル化が求められている。 

  ・こうしたデジタル化の取組を、より⼀層進め

ていくべきではないか。 

⑦技術開発の促進 

・産学官が連携して、カーボンニュートラルに

対応した技術開発や、スマートテキスタイル 

などのヘルスケア分野等への繊維の活⽤な

どを⽬指した技術開発が必要ではないか。 

過去の寅年にはどんな出来事が起きた？ 

1854：江戸幕府とアメリカ合衆国が 

日米和親条約を締結 

1866：徳川慶喜、15 代将軍に就任 

1878：東京株式取引所の開業 

1890：大日本帝国憲法施行 

1902：第 1 次日英同盟調印・発効 

1914：第 1 次世界大戦勃発 

1926：十勝岳大噴火 

1938：国家総動員法公布・施行 

1950：朝鮮戦争勃発 

1962：イギリスのバンド「ザ・ビートルズ」レコ

ードデビュー 

1974：小野田元少尉が日本に帰国 

1986：世界初・レンズ付きフィルムカメラ「写ル

ンです」発売 

1998：FIFA ワールドカップに日本が初出場 

2010：惑星探査機「はやぶさ」が帰還 

 


